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安
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会
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さ
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　木
枯
吹
く
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
夏
の
猛
暑
や
全
国
各
地
で
の
風
水
害
や
鳥
獣
被
害
等
に

よ
り
農
作
物
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
野
菜
の
高
騰
な
ど
社
会

に
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先
人
た
ち
の
教
え
を
受
け
継
ぐ

皆
様
の
営
農
努
力
に
よ
り
、
米
の
作
柄
は
平
年
並
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　さ
て
、
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
選
挙
か
ら
市
長
の
任

命
に
変
り
、
農
業
委
員
に
加
え
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設

さ
れ
２
年
半
が
す
ぎ
、
平
成
31
年
３
月
末
で
任
期
と
な
り
ま
す
。
従

前
の
農
地
法
許
可
関
連
事
務
等
に
加
え
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化
事

務
（
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
、
新
規
参
入
の
促
進
）
を
重
要
事
案
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
、
そ
の
中
で
も
遊
休
農
地
の
解
消
が
最
重
要
項
目
と
し
て

強
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度
、
荒
れ
た
農
地
を

元
に
戻
す
こ
と
は
、
と
て
も
困
難
な
こ
と
で
す
。
農
地
は
国
民
の
財

産
で
あ
り
、
農
地
と
し
て
利
用
し
未
来
に
渡
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
、

地
域
農
業
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
農
業
委

員
会
は
、
農
業
農
村
の
代
表
と
し
て
法
令
遵
守
と
高
い
倫
理
観
を
持

ち
、
新
設
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
事
業
や
従
来
か
ら
の
委
員
会
業
務

を
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

農
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

そばの収穫をしている様子
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　農
業
委
員
会
は
、
11
月
20
日
「
平
成
31
年
度
安
中
市
農
政

施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
茂
木
英
子
市
長
に
、
同
様
な
旨

趣
の
要
望
書
を
齊
藤
盛
久
市
議
会
議
長
に
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
意
見
書
・
要
望
書
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
意
見
等
を
取
り
ま
と
め
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　ま
た
意
見
書
・
要
望
書
は
来
年
度
の
予
算
編
成
を
行
う
こ

の
時
期
に
農
家
の
意
向
を
本
市
の
農
業
振
興
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
提
出
し
て
い
る
も
の
で
す
。

１
．
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　有
害
鳥
獣
の
増
加
は
、
個
々
で
行
う
対
策
だ
け
で
は
防
ぎ

き
れ
な
い
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
等
で
現
在
実
施
し
て
い
る
補
助
事
業
や

捕
獲
隊
の
体
制
整
備
、
被
害
防
止
計
画
に
伴
う
近
隣
市
町
村

と
の
連
携
状
況
な
ど
、
周
知
・
推
進
の
徹
底
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　ま
た
小
根
山
森
林
公
園
な
ど
広
域
的
に
対
策
が
必
要
な
地

域
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
及
び
計
画
を
周
知
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

２
．
新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

　学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
若
い
人
た
ち
に
農
業
へ
の
関
心

を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
、
先
進
農
家
へ
の
視
察
研
修
や
就
農

希
望
者
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　ま
た
地
域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
新
規
参
入
し
や

す
い
環
境
整
備
及
び
自
立
支
援
制
度
の
確
立
・
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
認
定
農
業
者
支
援
に
つ
い
て

　本
市
の
優
良
農
地
を
確
保
し
、
中
心
経
営
体
で
あ
る
農
家

を
保
守
す
る
た
め
、
認
定
農
業
者
制
度
を
周
知
し
、
認
定
農

業
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
新
た
な
認
定
農
業
者
の
支
援
・
育
成
の
た
め
補
助

事
業
の
充
実
及
び
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
強
化
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

４
．
女
性
農
業
委
員
登
用
に
つ
い
て

　女
性
が
地
域
農
業
に
関
す
る
方
針
等
へ
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
農
業
委
員
へ
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と
を
法
律
な
ど

で
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
農
業
振
興
に
熱
意
を
持
っ

て
取
組
み
、
行
動
力
の
あ
る
女
性
を
複
数
名
の
登
用
に
向
け

積
極
的
に
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
．
基
盤
整
備
事
業
推
進
に
つ
い
て

　中
山
間
地
や
不
整
形
で
分
散
化
し
た
農
地
が
多
く
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
が
進
ま
な
い
。
そ
の
た
め
農
地
中
間
管
理

事
業
の
周
知
徹
底
及
び
事
業
推
進
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
長
期
に
わ
た
り
停
滞
し
て
い
る
野
殿
地
区
公
害
防
除
特

別
土
地
改
良
に
つ
い
て
は
地
元
の
意
向
も
強
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
よ
り
一
層
の
早
期
着
工
・
完
成
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

６
．
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

　様
々
な
要
因
で
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
発

生
防
止
・
解
消
に
向
け
た
対
策
及
び
農
作
物
等
の
推
進
を
総

合
的
に
考
え
た
農
業
振
興
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
耕
作
放
棄
地
解
消
及
び
農
作
物
等
の
補
助
事
業
の

周
知
徹
底
や
更
な
る
補
助
事
業
の
強
化
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　農
地
法
で
は
、
農
地
の
所
有
者
や
権
利
者
は
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
管
理
せ
ず

放
置
す
る
と
、
雑
草
が
繁
殖
し
害
虫
の
温
床
や
鳥
獣
の
す
み

か
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
さ
れ
る
な
ど
、
近
隣
農
地
や
住
民

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
作
付
け
を
行

な
わ
な
い
農
地
で
あ
っ
て
も
、
草
刈
り
な
ど
の
適
切
な
農
地

管
理
を
行
い
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
管

理
し
ま
し
ょ
う
。
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
所
有

者
に
は
、
農
地
が
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
意
見
調
査
等
を
行

い
ま
す
。

　家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
将
来
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て
家
族
で
十
分
な
話
合
い
に
基
づ
き
、
文

書
に
よ
り
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。「
家
族
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

文
書
に
し
な
く
て
も
分
か
り
合
っ
て
い
る
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
全
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
業
経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
発
行
日
：
月
４
回
金
曜
日

◇
発
行
元
：
全
国
農
業
会
議
所

◇
購
読
料
：
一
ヶ
月
７
０
０
円

※

申
込
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

農
業
者
の
声
を
市
政
・
議
会
へ

〜
市
長
に
意
見
書
と
議
長
に
要
望
書
を
提
出
〜

﹃
全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か
？
﹄

﹃
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か
？
﹄

﹃
適
正
管
理
で
農
地
を
守
り
ま
し
�
う
﹄
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種    別 単位 賃金(円)  摘     要 

田
植
え 

耕   起 １０a ７, ５００ 機械請負 

代 か き １０a ６, ５００ 機械請負 

畦 塗 り １ｍ ５０ 片側機械塗り 

機 械 植 １０a ７, ５００ 植付のみ 

育苗代（芽出し） １箱 ４５０   

育苗代（緑化苗） １箱 ７００   

水
稲 

バインダー １０a ８, ０００ 機械請負(結束縄請負者もち)  

自脱コンバイン １０a １８, ０００ 機械請負(結束縄請負者もち)  

自走式脱穀機 １０a ８, ５００ 機械請負(結束縄請負者もち)  

もみすり代 ６０㎏ ８００   

乾 燥 代 ６０㎏ ８００   

麦 

耕   起 １０a ７, ５００ 機械請負 

麦まき作業 １０a ７, ０００   

耕
う
ん 

プ ラ ウ １０a ８, ０００ 機械請負 

ロータリー １０a ７, ５００ 機械請負 

サブソイラー １０a ８, ０００ 機械請負 

抜   根 １０a ３０, ０００ 機械請負 

オペレーター １時間 １, ５００ 危険手当含む 

遊休農地管理 １０a ２５, ７００ 耕うん、草刈り等・抜根は別 

入 手 間 １日 ７, ５００ ８時間 

 

 

 

 

 

区分 基盤整備状況 平均額(円)  最高額(円)  最低額(円)  

田 

（水稲） 

整備済 ７, ９００ １３, ２００ ３, ７００ 

未整備 ６, ７００ １０, ３００ ２, ３００ 

畑 

（普通畑） 

整備済 １５, ３００ ２０, ０００ ６, ３００ 

未整備 ７, ７００ １１, ７００ ２, ６００ 

畑 

（こんにゃく） 

整備済 ２０, ４００ ２６, ２００ ８, ３００ 

未整備 ８, ４００ １０, １００ ７, １００ 

平 成 ３ ０ 年 度 農 作 業 標 準 賃 金 表

農繁期に農作業や機械請負をお願いする場合の標準額を定めましたでお知らせします。

※１０aに満たない場合は、作業効率が低下するため１０％加算して下さい。

※この賃金は目安です。圃場の条件や作業効率などを考慮して、お互いの話し合いで決めてください。

※この情報は、賃借等の動向を示すために作成したものですので目安としてご利用ください。

　実際に農地貸借をする場合は、対象農地の状況等を考慮し、お互いの協議のうえ設定してください。

農

地

賃

借

料

情

報

　平
成
29
年
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た

り
）
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
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◇
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件

　次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

一
．
年
齢
要
件…

…
…

60
歳
未
満

二
．
国
民
年
金
要
件…

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

三
．
農
業
上
の
要
件…

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

※

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
、
家
族
従
事
者
も
加
入

　で
き
ま
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式

　加
入
者
自
ら
支
払
っ
た
保
険
料
が
将
来
の
年
金
給
付
に
使

わ
れ
る
積
立
方
式
年
金
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
事
後
的
に
決
ま
る
確
定

拠
出
型
で
す
。
脱
退
も
自
由
で
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保

険
料
に
応
じ
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
保
険
料
は
自
由
に
選
択

　毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高
６
万
７
千

円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き
、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計

な
ど
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
税
制
上
の
優
遇
措
置

一
．
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

二
．
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

三
．
運
用
益
も
非
課
税

◇
終
身
年
金

　原
則
65
歳
か
ら
「
農
業
者
老
齢
年
金
」
を
受
給
で
き
ま
す
。

仮
に
終
身
年
金
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
そ
の
時
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
と
れ
る
は
ず

だ
っ
た
年
金
総
額
の
現
在
価
値
相
当
額
が
「
死
亡
一
時
金
」

と
し
て
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合
東
部
支
所
及
び
西
部

　支
所
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

 

 

平成３１年３月３１日で任期満了になることから、次期農業委員と農地利用最適化推進委員の候補者を募集します。 

受付期間 平成３０年１２月１０日（月）～平成３１年１月１１日（金） 

募集人数 農業委員１７人 

      農地利用最適化推進委員１７人 （担当地区別に定数を設けています） 

 委員任期 平成３１年４月１日～平成３４年３月３１日（３年間） 

 応募方法 「推薦」または「自らの応募」 （応募用紙の配布は、平成３０年１２月３日より） 

        ※詳細は、下記窓口及びホームページでご確認ください。 

 主な業務内容 

 
 
 

 

  ※また、農業委員と農地利用最適化推進委員は農業推進のため、連携して業務を行います。 

 問合せ・申込先 

 

農 業 委員・農地利用最適化推進委員の募集 

（閉庁日を除く執務時間） 

農 業 委 員 
●農地法や他法令に基づき、農地の権利に係る許可等

に関して、農業委員会総会で審議及び判断などを行

います。 

 

農地最適化推進委員 
●担当地域における人や農地の結び付け及び耕作放

棄地の発生防止・解消などの地域農業の推進業務を

行います。 

農林課農政係（松井田庁舎１階） 

安中市松井田町新堀２４５ 

TEL：027 -382 -1111（内線 2611） 

農業委員会事務局（本庁１階）  

安中市安中１－２３－１３ 

TEL：027 -382 -1111（内線 1452） 
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